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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　水と、界面活性剤と、顔料と、樹脂粒子と、を含む、インク組成物であって、
　３０℃でのパルスＮＭＲによる測定から算出される前記顔料の比表面積が、１０ｍ2／
ｇ以上５０ｍ2／ｇ以下であり、
　前記界面活性剤は、下記関係式（１）を満たすノニオン系界面活性剤を含み、
　３０℃でのパルスＮＭＲによる測定から算出される前記樹脂粒子の比表面積が、下記関
係式（２）を満たす、
　インク組成物。
　０．１５≦Ｈ－（Ｓｐ×０．２５）≦３．７５　　　（１）
（式中、Ｈは、前記ノニオン系界面活性剤のＨＬＢ値を示し、Ｓｐは、前記顔料の前記比
表面積［ｍ2／ｇ］を示す。）
　１．７５≦Ｓｒ－（Ｓｐ×０．７５）≦２６．７５　　　（２）
（式中、Ｓｒは、前記樹脂粒子の比表面積［ｍ2／ｇ］を示し、Ｓｐは、前記顔料の前記
比表面積［ｍ2／ｇ］を示す。）
【請求項２】
　水と、界面活性剤と、顔料と、樹脂粒子と、を含むインク組成物を、被記録媒体へ付着
させる工程を有し、
　３０℃でのパルスＮＭＲによる測定から算出される前記顔料の比表面積が、１０ｍ2／
ｇ以上５０ｍ2／ｇ以下であり、
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　前記界面活性剤は、下記関係式（１）を満たすノニオン系界面活性剤を含み、
　３０℃でのパルスＮＭＲによる測定から算出される前記樹脂粒子の比表面積が、下記関
係式（２）を満たす、
　記録方法。
　０．１５≦Ｈ－（Ｓｐ×０．２５）≦３．７５　　　（１）
（式中、Ｈは、前記ノニオン系界面活性剤のＨＬＢ値を示し、Ｓｐは、前記顔料の前記比
表面積［ｍ2／ｇ］を示す。）
　１．７５≦Ｓｒ－（Ｓｐ×０．７５）≦２６．７５　　　（２）
（式中、Ｓｒは、前記樹脂粒子の比表面積［ｍ2／ｇ］を示し、Ｓｐは、前記顔料の前記
比表面積［ｍ2／ｇ］を示す。）
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、インク組成物、及び記録方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　インクジェット記録方法は、比較的単純な装置で、高精細な画像の記録が可能であり、
各方面で急速な発展を遂げている。その中で、より安定して高品質な印字物を得ることに
ついて種々の検討がなされている。
【０００３】
　例えば、特許文献１には、平均粒子径が２００ｎｍ以下で、架橋構造を有すると共にＮ
ＭＲのスピン－格子緩和時間（Ｔ＿１）が１．２秒以下のポリマーラテックスを必須成分
とすることを特徴とするインクジェット記録インク用配合剤が開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開平３－６２７０号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、インクジェット印刷市場が、より高速化、より高耐久化を要望する動向
にあるものの、顔料を含む従来のインク組成物が、従来より高い水準の印字安定性を得る
ためには、顔料のインク中分散安定性や、水分蒸発時の顔料粗大粒子抑制など、さらなる
改善の余地があった。
【０００６】
　そこで、本発明は、上述の課題を解決するためになされたものであり、優れた印字安定
性を、高速印刷性及び高耐久性を要求されるインクジェット記録装置において、高い水準
で得ることができるインク組成物を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明者らは、上記課題を解決するために鋭意検討した結果、水と、界面活性剤と、顔
料とを含み、該顔料の比表面積が所定範囲内にあるインク組成物を用いることにより、印
字安定性を高い水準で得ることができることを見出して、本発明を完成させた。
【０００８】
　すなわち、本発明は、水と、界面活性剤と、顔料と、を含む、インク組成物であって、
３０℃でのパルスＮＭＲによる測定から算出される前記顔料の比表面積が、１０ｍ2／ｇ
以上５０ｍ2／ｇ以下である、インク組成物である。このようなインク組成物が本発明の
課題を解決できる要因は下記のように考えている。ただし、要因はこれに限定されない。
すなわち、本発明に係るインク組成物は、主として、顔料の比表面積が、１０ｍ2／ｇ以
上５０ｍ2／ｇ以下であることにより、水を含むインク組成物中に分散されている顔料の
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平均粒子径及び顔料の表面への水溶性基導入量を適当な範囲に制御していることに起因し
て、例えばインクジェット法で該インク組成物が吐出される際に、吐出されるノズル面で
水分が蒸発したインク組成物中の顔料の分散安定性を向上させることができる。すなわち
、水分が蒸発しても、インク組成物中で発生し得る粗大粒子の凝集を抑制し、優れた吐出
安定性が得られ、高い水準で印字安定性を得ることができる。
【０００９】
　パルスＮＭＲ法による顔料の比表面積を算出することは、従来のＢＥＴ法による顔料の
比表面積を測定することとは異なり、界面活性剤を含むインク組成物の液体状態でも顔料
の比表面積を算出でき、簡便で、かつ、界面活性剤及び水と、顔料との相互作用が存在す
るようなインク組成物の状態で顔料の比表面積を求めることができる。つまり、顔料の比
表面積を求めることにおいて、パルスＮＭＲ法による算出は、従来のＢＥＴ法による測定
よりも優れる。よって、パルスＮＭＲ法により算出した顔料の比表面積が所定範囲にある
インク組成物は、高い精度で顔料の平均粒子径及び顔料の表面への水溶性基導入量を適当
な範囲に制御していることに起因して、高い水準で印字安定性を得ることができる。
【００１０】
　また、本発明に係るインク組成物において、前記界面活性剤は、下記関係式（１）を満
たすノニオン系界面活性剤を含むと好ましい。
　０．１５≦Ｈ－（Ｓｐ×０．２５）≦３．７５　　　（１）
（式中、Ｈは、前記ノニオン系界面活性剤のＨＬＢ値を示し、Ｓｐは、前記顔料の前記比
表面積［ｍ2／ｇ］を示す。）
【００１１】
　すなわち、式（１）の範囲にＨＬＢ値がある前記ノニオン系界面活性剤をインク組成物
中に含むと、前記界面活性剤がインク組成物中の水以外の溶剤に対する顔料の分散性を向
上させ、インクジェット法による吐出時に、ノズル面におけるインク組成物の水分蒸発に
よって発生する顔料の粗大粒子を更に抑制し、優れた吐出安定性が得られ、高い水準で印
字安定性を得ることができる。
【００１２】
　さらに、本発明に係るインク組成物において、樹脂粒子をさらに含み、３０℃でのパル
スＮＭＲによる測定から算出される前記樹脂粒子の比表面積が、下記関係式（２）を満た
すと好ましい。
　１．７５≦Ｓｒ－（Ｓｐ×０．７５）≦２６．７５　　　（２）
（式中、Ｓｒは、前記樹脂粒子の比表面積［ｍ2／ｇ］を示し、Ｓｐは、前記顔料の前記
比表面積［ｍ2／ｇ］を示す。）
【００１３】
　すなわち、式（２）を満たす比表面積を有する前記樹脂粒子をインク組成物中に含むと
、前記樹脂粒子がインク組成物中の水以外の溶剤に対する顔料の分散性を向上させ、かつ
、樹脂粒子中の樹脂自身が粗大粒子の凝集物になることを抑制でき、インクジェット法に
よる吐出時に、ノズル面におけるインク組成物の水分蒸発によって発生する顔料及び樹脂
の粗大粒子を更に抑制し、優れた吐出安定性が得られ、高い水準で印字安定性を得ること
ができる。
【００１４】
　さらにまた、本発明は、上記に記載の本発明に係るインク組成物を、被記録媒体へ付着
させる工程を有する、記録方法である。
【００１５】
　すなわち、高い水準で印字安定性を得ることによりドットの抜けや曲がりのない優れた
画質の印字物を得ることができる。また、前記樹脂粒子を含有するインク組成物を用いる
ことで、優れた堅牢性の印字物を得ることができる。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　以下、必要に応じて図面を参照しつつ、本発明の実施の形態（以下、「本実施形態」と
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いう。）について詳細に説明するが、本発明はこれに限定されるものではなく、その要旨
を逸脱しない範囲で様々な変形が可能である。なお、本明細書において「（メタ）アクリ
ル系樹脂」とは、アクリル系樹脂及びそれに対応するメタクリル系樹脂の両方を意味する
。
【００１７】
〔インク組成物〕
　本実施形態のインク組成物は、水と、界面活性剤と、顔料とを含む。また、３０℃での
パルスＮＭＲ法による測定から算出されるインク組成物中の顔料の比表面積（以下、単に
「顔料の比表面積」ともいう。）が、１０ｍ2／ｇ以上５０ｍ2／ｇ以下である。
【００１８】
　このようなインク組成物を用いることにより、優れた印字安定性を高い水準で得ること
ができる要因は下記のように考えている。ただし、要因はこれに限定されない。すなわち
、本実施形態のインク組成物は、主として、顔料の比表面積が、１０ｍ2／ｇ以上５０ｍ2

／ｇ以下であることにより、水を含むインク組成物中に分散されている顔料の平均粒子径
及び顔料の表面への水溶性基導入量を適当な範囲に制御していることに起因して、例えば
インクジェット法で該インク組成物が吐出される際に、吐出されるノズル面で水分が蒸発
したインク組成物中の顔料の分散安定性を向上させることができる。すなわち、水分が蒸
発しても、インク組成物中に発生し得る粗大粒子の凝集を抑制し、優れた吐出安定性が得
られ、高い水準で印字安定性を得ることができる。
【００１９】
＜顔料＞
　インク組成物中の顔料の比表面積を、本実施形態の上述した範囲に調整するには、例え
ば、該インク組成物に使用する顔料分散体の平均粒子径と水溶性基導入量とを、顔料分散
体の調製時に調整することによって達成できる。
【００２０】
　本実施形態のインク組成物は、顔料を含有する。顔料は、光やガス等に対して退色しに
くい性質を有しているため、色材として顔料を用いることにより、顔料以外の染料を用い
る場合と比較して、耐水性、耐ラインマーカー性等の画像堅牢性に優れた印刷物が得られ
る傾向にある。
【００２１】
　顔料をインク組成物に適用するためには、顔料が水中で安定的に分散保持できるように
することが好ましい。その方法としては、水溶性樹脂及び／又は水分散性樹脂の樹脂分散
剤にて分散させる方法（以下、この方法により分散された顔料を「樹脂分散顔料」という
。）、水溶性界面活性剤及び／又は水分散性界面活性剤の界面活性剤にて分散させる方法
（以下、この方法により分散された顔料を「界面活性剤分散顔料」という。）、顔料表面
に水溶性基を化学的及び物理的に導入し、上記の樹脂あるいは界面活性剤等の分散剤なし
で水中に分散及び／又は溶解可能とする方法（以下、この方法により分散された顔料を「
自己分散型顔料」という。）等が挙げられる。本実施形態において、インク組成物は、上
記の樹脂分散顔料、界面活性剤分散顔料、自己分散型顔料のいずれも用いることができ、
必要に応じて複数種混合した形で用いることもできる。
【００２２】
　本実施形態では、高速印刷性、及び高耐久性を要求されるインクジェット記録装置に用
いる場合において、インク組成物に用いる顔料としては、上記の樹脂分散顔料、界面活性
剤分散顔料及び自己分散型顔料の中でも、自己分散型顔料を用いることが好ましい。
【００２３】
　自己分散型顔料とは、上記のように分散剤なしに水性媒体中に分散及び／又は溶解する
ことが可能な顔料である。ここで、「分散剤なしに水性媒体中に分散及び／又は溶解」と
は、顔料を分散させるための分散剤を用いなくても、その表面の水溶性基により、顔料が
水性媒体中に安定に存在している状態をいう。
【００２４】
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　自己分散型顔料を色材として含有するインク組成物は、通常の顔料を分散させるために
分散剤を含有させる必要が無く、分散剤に起因する消泡性の低下による発泡がほとんど無
く、吐出安定性に優れるインク組成物が調製しやすい。また、分散剤に起因する気液乾燥
異物が抑えられることから吐出信頼性に優れ、また分散剤に起因する大幅な粘度上昇が抑
えられるため、顔料をより多く含有することが可能となり、印字濃度を十分に高めること
が可能となる。
【００２５】
　本実施形態においてインク組成物に用いる自己分散型顔料は、その顔料表面に水溶性基
を有する自己分散型顔料であり、その水溶性基は、－ＯＭ、－ＣＯＯＭ、－ＣＯ－、－Ｓ
Ｏ3Ｍ、－ＳＯ2Ｍ、－ＳＯ2ＮＨ2、－ＲＳＯ2Ｍ、－ＰＯ3ＨＭ、－ＰＯ3Ｍ2、－ＳＯ2Ｎ
ＨＣＯＲ、－ＮＨ3、および－ＮＲ3（式中のＭは、水素原子、アルカリ金属、アンモニウ
ム、又は有機アンモニウムを表し、Ｒは、炭素原子数１～１２のアルキル基または置換基
を有していてもよいナフチル基を表す）からなる群から選択される１以上の水溶性基であ
る。
【００２６】
　インク組成物に用いる自己分散型顔料は、例えば、顔料に物理的処理又は化学的処理を
施すことで、水溶性基を顔料の表面に結合（グラフト）させることにより製造される。こ
のような物理的処理としては、例えば、真空プラズマ処理等が挙げられる。また化学的処
理としては、例えば、水中で酸化剤により酸化する湿式酸化法等が挙げられる。この水溶
性基を顔料表面に導入する量を調節することによって、顔料分散体の比表面積を調整する
ことができる。
【００２７】
　また、本実施形態において、自己分散型顔料としては、次亜ハロゲン酸及び／又は次亜
ハロゲン酸塩による酸化処理、オゾンによる酸化処理、あるいは過硫酸及び／又は過硫酸
塩による酸化処理により表面処理された自己分散型顔料が、高発色という点で好ましい。
この酸化処理時の酸化剤濃度や酸化剤種類を調節することによって、顔料表面に導入され
る水溶性基量を調節することができ、顔料分散体の比表面積を調整することができる。
【００２８】
　本実施形態の顔料としては、無機顔料や有機顔料等の公知の顔料をいずれも使用でき、
特に限定されないが、例えば、以下のものが挙げられる。顔料は1種を単独で又は２種以
上を組み合わせて用いることができる。
【００２９】
　ブラックインクに使用されるカーボンブラックとしては、特に限定されないが、例えば
、Ｂｏｎｊｅｔｂｌａｃｋ　ＣＷ－１（オリエント化学工業社製）、Ｎｏ．２３００、Ｎ
ｏ．９００、ＭＣＦ８８、Ｎｏ．３３、Ｎｏ．４０、Ｎｏ．４５、Ｎｏ．５２、ＭＡ７、
ＭＡ８、ＭＡ１００、Ｎｏ．２２００Ｂ等（以上、三菱化学社（Ｍｉｔｓｕｂｉｓｈｉ　
Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ）製）、Ｒａｖｅｎ　５７５０、Ｒａｖｅｎ
　５２５０、Ｒａｖｅｎ　５０００、Ｒａｖｅｎ　３５００、Ｒａｖｅｎ　１２５５、Ｒ
ａｖｅｎ　７００等（以上、コロンビアカーボン（Ｃａｒｂｏｎ　Ｃｏｌｕｍｂｉａ）社
製）、Ｒｅｇａ１　４００Ｒ、Ｒｅｇａ１　３３０Ｒ、Ｒｅｇａ１　６６０Ｒ、Ｍｏｇｕ
ｌ　Ｌ、Ｍｏｎａｒｃｈ　７００、Ｍｏｎａｒｃｈ　８００、Ｍｏｎａｒｃｈ　８８０、
Ｍｏｎａｒｃｈ　９００、Ｍｏｎａｒｃｈ　１０００、Ｍｏｎａｒｃｈ　１１００、Ｍｏ
ｎａｒｃｈ　１３００、Ｍｏｎａｒｃｈ　１４００等（キャボット社（ＣＡＢＯＴ　ＪＡ
ＰＡＮ　Ｋ．Ｋ．）製）、Ｃｏｌｏｒ　Ｂｌａｃｋ　ＦＷ１、Ｃｏｌｏｒ　Ｂｌａｃｋ　
ＦＷ２、Ｃｏｌｏｒ　Ｂｌａｃｋ　ＦＷ２Ｖ、Ｃｏｌｏｒ　Ｂｌａｃｋ　ＦＷ１８、Ｃｏ
ｌｏｒ　Ｂｌａｃｋ　ＦＷ２００、Ｃｏｌｏｒ　Ｂ１ａｃｋ　Ｓ１５０、Ｃｏｌｏｒ　Ｂ
ｌａｃｋ　Ｓ１６０、Ｃｏｌｏｒ　Ｂｌａｃｋ　Ｓ１７０、Ｐｒｉｎｔｅｘ　３５、Ｐｒ
ｉｎｔｅｘ　Ｕ、Ｐｒｉｎｔｅｘ　Ｖ、Ｐｒｉｎｔｅｘ　１４０Ｕ、Ｓｐｅｃｉａｌ　Ｂ
ｌａｃｋ　６、Ｓｐｅｃｉａｌ　Ｂｌａｃｋ　５、Ｓｐｅｃｉａｌ　Ｂｌａｃｋ　４Ａ、
Ｓｐｅｃｉａｌ　Ｂｌａｃｋ　４（以上、デグッサ（Ｄｅｇｕｓｓａ）社製）が挙げられ
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る。
【００３０】
　ホワイトインクに使用される顔料としては、特に限定されないが、例えば、Ｃ．Ｉ．ピ
グメントホワイト　６、１８、２１、酸化チタン、酸化亜鉛、硫化亜鉛、酸化アンチモン
、酸化ジルコニウム、白色の中空樹脂粒子及び高分子粒子が挙げられる。
【００３１】
　イエローインクに使用される顔料としては、特に限定されないが、例えば、ＥＭＡＣＯ
Ｌ　ＳＦ　Ｙｅｌｌｏｗ　Ｊ７０１Ｆ（山陽色素社製商品名）、Ｃ．Ｉ．ピグメントイエ
ロー　１、２、３、４、５、６、７、１０、１１、１２、１３、１４、１６、１７、２４
、３４、３５、３７、５３、５５、６５、７３、７４、７５、８１、８３、９３、９４、
９５、９７、９８、９９、１０８、１０９、１１０、１１３、１１４、１１７、１２０、
１２４、１２８、１２９、１３３、１３８、１３９、１４７、１５１、１５３、１５４、
１６７、１７２、１８０が挙げられる。
【００３２】
　マゼンタインクに使用される顔料としては、特に限定されないが、例えば、Ｃ．Ｉ．ピ
グメントレッド　１、２、３、４、５、６、７、８、９、１０、１１、１２、１４、１５
、１６、１７、１８、１９、２１、２２、２３、３０、３１、３２、３７、３８、４０、
４１、４２、４８：２、４８：５、５７：１、８８、１１２、１１４、１２２、１２３、
１４４、１４６、１４９、１５０、１６６、１６８、１７０、１７１、１７５、１７６、
１７７、１７８、１７９、１８４、１８５、１８７、２０２、２０９、２１９、２２４、
２４５、又はＣ．Ｉ．ピグメントヴァイオレット　１９、２３、３２、３３、３６、３８
、４３、５０が挙げられる。
【００３３】
　シアンインクに使用される顔料としては、特に限定されないが、例えば、Ｃ．Ｉ．ピグ
メントブルー　１、２、３、１５、１５：１、１５：２、１５：３、１５：３４、１５：
４、１６、１８、２２、２５、６０、６５、６６、Ｃ．Ｉ．バットブルー　４、６０、及
びＣ．Ｉ．ダイレクトブルー　１９９が挙げられる。
【００３４】
　また、上記以外の顔料としては、特に限定されないが、例えば、Ｃ．Ｉ．ピグメントグ
リーン　７，１０、Ｃ．Ｉ．ピグメントブラウン　３，５，２５，２６、Ｃ．Ｉ．ピグメ
ントオレンジ　１，２，５，７，１３，１４，１５，１６，２４，３４，３６，３８，４
０，４３，６３が挙げられる。
【００３５】
　インク組成物の吐出安定性の観点から、本実施形態において好ましい顔料の平均粒子径
（Ｄ５０）は５ｎｍ～４００ｎｍの範囲であり、より好ましくは３０ｎｍ～３００ｎｍの
範囲であり、さらに好ましくは５０ｎｍ～２００ｎｍの範囲である。
【００３６】
　なお、本明細書では、「平均粒子径」とは、特に断りのない限り、体積基準の平均粒子
径のことを指すものとする。平均粒子径は、レーザー回折散乱法を測定原理とする粒度分
布測定装置により測定することができる。レーザー回折式粒度分布測定装置として、例え
ば、「マイクロトラックシリーズ」（マイクロトラック・ベル株式会社製）を用いること
ができる。
【００３７】
　３０℃でのパルスＮＭＲ法による測定から算出されるインク組成物中の顔料の比表面積
は、１０ｍ2／ｇ以上５０ｍ2／ｇ以下であり、好ましくは１５ｍ2／ｇ以上４５ｍ2／ｇ以
下であり、さらに好ましくは２０ｍ2／ｇ以上４０ｍ2／ｇ以下である。
【００３８】
　顔料の比表面積が上記範囲内であることにより、印字安定性に優れる。また、顔料の比
表面積は、後述する実施例に記載の方法によって測定して算出される。
【００３９】



(7) JP 6955665 B2 2021.10.27

10

20

30

40

50

　顔料の比表面積が上記範囲内にあるインク組成物を得るためには、例えば、顔料の平均
粒子径や顔料表面への水溶性基の導入量を制御すればよい。
【００４０】
　インク組成物において、顔料の含有量は、インク組成物の総量（１００質量％）に対し
て、好ましくは１．０質量％以上１５質量％以下であり、より好ましくは２．０質量％以
上１０質量％以下であり、さらに好ましくは３．０質量％以上７．０質量％以下である。
顔料の含有量が上記範囲内であることにより、印字安定性により優れる傾向にある。
【００４１】
＜界面活性剤＞
　本実施形態の界面活性剤としては、特に限定されないが、例えば、アセチレングリコー
ル系界面活性剤、アルキルエーテル系界面活性剤、フッ素系界面活性剤、及びシリコーン
系界面活性剤が挙げられる。
【００４２】
　アセチレングリコール系界面活性剤としては、特に限定されないが、２，４，７，９－
テトラメチル－５－デシン－４，７－ジオール及び２，４，７，９－テトラメチル－５－
デシン－４，７－ジオールのアルキレンオキサイド付加物、並びに２，４－ジメチル－５
－デシン－４－オール及び２，４－ジメチル－５－デシン－４－オールのアルキレンオキ
サイド付加物から選択される１種以上が好ましい。アセチレングリコール系界面活性剤の
市販品としては、特に限定されないが、例えば、オルフィン１０４シリーズやオルフィン
ＰＤ－００１、００２Ｗ等のＰＤシリーズ（エアプロダクツ社（Air Products Japan, In
c.）製商品名）、サーフィノール１０４ＰＧ５０、４６５、６１、ＤＦ１１０Ｄ（日信化
学工業社（Nissin Chemical Industry CO.,Ltd.）製商品名）が挙げられる。アセチレン
グリコール系界面活性剤は、１種単独で使用してもよいし、２種以上を併用してもよい。
【００４３】
　アルキルエーテル系界面活性剤としては、特に限定されないが、ポリオキシエチレン２
－エチルヘキシルエーテル、ポリオキシエチレンオレイルエーテル、ポリオキシエチレン
トリデシルエーテル、ポリオキシエチレンヒマシ油エーテル、ポリオキシエチレンセチル
エーテル、ポリオキシエチレンステアリルエーテル、ポリオキシエチレンアルキルエーテ
ル、ポリオキシアルキレンアルキルエーテル、及びポリオキシアルキレントリデシルエー
テルから選択される１種以上が好ましい。アルキルエーテル系界面活性剤の市販品として
は、特に限定されないが、例えば、ニューコール２３０２、２３０３、１００４、１００
６、１００８、１２０４、１８０７、１８２０（日本乳化剤社製商品名）が挙げられる。
アルキルエーテル系界面活性剤は、１種単独で使用してもよいし、２種以上を併用しても
よい。
【００４４】
　フッ素系界面活性剤としては、特に限定されないが、例えば、パーフルオロアルキルス
ルホン酸塩、パーフルオロアルキルカルボン酸塩、パーフルオロアルキルリン酸エステル
、パーフルオロアルキルエチレンオキサイド付加物、パーフルオロアルキルベタイン、及
びパーフルオロアルキルアミンオキサイド化合物が挙げられる。フッ素系界面活性剤の市
販品としては、特に限定されないが、例えば、Ｓ－１４４、Ｓ－１４５（以上商品名、旭
硝子株式会社製）；ＦＣ－１７０Ｃ、ＦＣ－４３０、フロラード－ＦＣ４４３０（以上商
品名、住友スリーエム株式会社製）；ＦＳＯ、ＦＳＯ－１００、ＦＳＮ、ＦＳＮ－１００
、ＦＳ－３００（以上商品名、Ｄｕｐｏｎｔ社製）；ＦＴ－２５０、２５１（以上商品名
、株式会社ネオス製）が挙げられる。フッ素系界面活性剤は、１種単独で使用してもよい
し、２種以上を併用してもよい。
【００４５】
　シリコーン系界面活性剤としては、特に限定されないが、例えば、ポリシロキサン系化
合物、及びポリエーテル変性オルガノシロキサンが挙げられる。シリコーン系界面活性剤
の市販品としては、特に限定されないが、具体的には、ＳＡＧ５０３Ａ（商品名、日信化
学工業社製）、ＢＹＫ－３０６、ＢＹＫ－３０７、ＢＹＫ－３３３、ＢＹＫ－３４１、Ｂ
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ＹＫ－３４５、ＢＹＫ－３４６、ＢＹＫ－３４７、ＢＹＫ－３４８、ＢＹＫ－３４９（以
上商品名、ビックケミー社製）、ＫＦ－３５１Ａ、ＫＦ－３５２Ａ、ＫＦ－３５３、ＫＦ
－３５４Ｌ、ＫＦ－３５５Ａ、ＫＦ－６１５Ａ、ＫＦ－９４５、ＫＦ－６４０、ＫＦ－６
４２、ＫＦ－６４３、ＫＦ－６０２０、Ｘ－２２－４５１５、ＫＦ－６０１１、ＫＦ－６
０１２、ＫＦ－６０１５、ＫＦ－６０１７（以上商品名、信越化学社製）等が挙げられる
。シリコーン系界面活性剤は、１種単独で使用してもよいし、２種以上を併用してもよい
。
【００４６】
　界面活性剤は、上述した界面活性剤の中から、下記関係式（１）を満たすノニオン系界
面活性剤を含むことが好ましい。このようなノニオン界面活性剤を含むことにより、印字
安定性及び印刷物堅牢性により優れる傾向にある。
　０．１５≦Ｈ－（Ｓｐ×０．２５）≦３．７５　　　（１）
（式中、Ｈは、ノニオン系界面活性剤のＨＬＢ値を示し、Ｓｐは、上述した顔料の比表面
積［ｍ2／ｇ］を示す。）
【００４７】
　式（１）における「Ｈ－（Ｓｐ×０．２５）」の下限値は、より好ましくは０．５５で
あり、さらに好ましくは１．３５であり、また、その上限値は、より好ましくは２．９５
であり、さらに好ましくは２．７５である。
【００４８】
　ノニオン系界面活性剤のＨＬＢ値が上記範囲内であることにより、印字安定性及び印刷
物堅牢性により優れる傾向にある。また、ノニオン系界面活性剤のＨＬＢ値は、グリフィ
ン法によって算出される。
【００４９】
　ＨＬＢ値が上記範囲内にあるノニオン系界面活性剤は、例えば、上述の界面活性剤の中
から選択すればよく、市販のノニオン系界面活性剤の中から選択してもよい。
【００５０】
　界面活性剤の含有量は、インク組成物の総量（１００質量％）に対し、好ましくは０．
０５質量％以上２．５質量％以下であり、より好ましくは０．０５質量％以上１．５質量
％以下である。界面活性剤の含有量が上記範囲内であることにより、印字安定性及び印刷
物堅牢性により優れる傾向にある。
【００５１】
＜樹脂粒子＞
　本実施形態のインク組成物は、樹脂粒子をさらに含むことが好ましい。樹脂粒子は、イ
ンク組成物の乾燥に伴い、樹脂粒子同士及び樹脂粒子と着色成分とが互いに融着して顔料
を記録媒体に固着させるため、印字物の画像部分の定着性を向上させる作用を有し、得ら
れた印刷物の画像堅牢性が向上する。また、樹脂粒子をエマルジョンの形態としてインク
組成物中に含有させることができる。
【００５２】
　ここで、エマルジョンとは、インク組成物の液媒体に難溶あるいは不溶である樹脂成分
を、微粒子状にしてインク組成物の液媒体に分散させたものを意味する。
【００５３】
　樹脂粒子をエマルジョン状態でインク組成物中に含有させることにより、インク組成物
の粘度をインクジェット記録方式において適正な範囲に調整しやすく、かつ、インク組成
物の保存安定性及び吐出安定性に優れたものとなる傾向にある。
【００５４】
　本実施形態の樹脂粒子は、水に安定に分散させるために必要な水溶性成分が導入された
自己分散型の樹脂粒子（自己分散型樹脂粒子）であってもよいし、外部乳化剤の使用によ
り水分散性となる樹脂粒子であってもよい。低粘度化及び吐出安定性に優れるという観点
から、樹脂粒子が自己乳化型樹脂分散体であることが好ましい。
【００５５】
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　樹脂としては、例えば、（メタ）アクリル系樹脂、スチレンアクリル系樹脂、フルオレ
ン系樹脂、ウレタン系樹脂、ポリオレフィン系樹脂、ロジン変性樹脂、テルペン系樹脂、
ポリエステル系樹脂、ポリアミド系樹脂、エポキシ系樹脂、塩化ビニル系樹脂、塩化ビニ
ル－酢酸ビニル共重合体、及びエチレン酢酸ビニル系樹脂が挙げられる。これらの樹脂は
、１種を単独で用いてもよいし、２種以上を併用してもよい。これらの樹脂はホモポリマ
ーとして使用されても良く、またコポリマーして使用されても良い。この樹脂粒子種類を
選択することによって、樹脂粒子の比表面積を調整することができる。
【００５６】
　本実施形態において、樹脂粒子として単粒子構造のものを利用することができる。一方
、本実施形態においてはコア部とそれを囲むシェル部とからなるコア・シェル構造を有す
る樹脂粒子を利用することも可能である。ここで、本明細書において「コア・シェル構造
」とは、「組成の異なる２種以上のポリマーが粒子中に相分離して存在する形態」を意味
する。従って、シェル部がコア部を完全に被覆している形態のみならず、コア部の一部を
被覆しているものであってもよい。また、シェル部ポリマーの一部がコア粒子内にドメイ
ン等を形成しているものであってもよい。さらに、コア部とシェル部との中間にさらにも
う１層以上、組成の異なる層を含む３層以上の多層構造を持つものであってもよい。
【００５７】
　本実施形態において用いられる樹脂粒子は、公知の乳化重合によって得ることができる
。すなわち、不飽和ビニル単量体（不飽和ビニルモノマー）を重合触媒及び乳化剤を存在
させた水中において乳化重合することによって得ることができる。この重合条件を調節す
ることによって、この重合によって得られる樹脂粒子の重合度を調節することができ、樹
脂粒子の比表面積を調整することができる。
【００５８】
　インク組成物の吐出安定性の観点から、本実施形態において好ましい樹脂粒子の体積平
均粒子径（Ｄ５０）は５ｎｍ～４００ｎｍの範囲であり、より好ましくは３０ｎｍ～３０
０ｎｍの範囲であり、さらに好ましくは５０ｎｍ～２００ｎｍの範囲である。
【００５９】
　樹脂粒子をさらに含むインク組成物においては、３０℃でのパルスＮＭＲによる測定か
ら算出される樹脂粒子の比表面積（以下、単に「樹脂の比表面積」ともいう。）が、下記
関係式（２）を満たすことが好ましい。
　１．７５≦Ｓｒ－（Ｓｐ×０．７５）≦２６．７５　　　（２）
（式中、Ｓｒは、樹脂粒子の比表面積［ｍ2／ｇ］を示し、Ｓｐは、上述した顔料の比表
面積［ｍ2／ｇ］を示す。）
【００６０】
　式（２）における「Ｓｒ－（Ｓｐ×０．７５）」の下限値は、より好ましくは７．７５
であり、さらに好ましくは１１．７５であり、また、その上限値は、より好ましくは２１
．７５であり、さらに好ましくは１６．７５である。
【００６１】
　樹脂粒子の比表面積が上記範囲内であることにより、印字安定性及び印刷物堅牢性によ
り優れる傾向にある。また、樹脂粒子の比表面積は、後述する実施例に記載の方法によっ
て測定して算出される。
【００６２】
　式（２）の範囲を満足する樹脂粒子を得るためには、例えば、樹脂エマルジョンの平均
粒子径、樹脂粒子の種類及び樹脂粒子の樹脂の重合度を制御すればよい。
【００６３】
　インク組成物において、樹脂粒子の含有量（固形分換算）は、インク組成物の総量（１
００質量％）に対して、好ましくは０．１質量％以上２０質量％以下であり、より好まし
くは０．５質量％以上１０質量％以下であり、さらに好ましくは１．０質量％以上５．０
質量％以下である。樹脂粒子の含有量が上記範囲内であることにより、印字安定性及び印
刷物堅牢性により優れる傾向にある。
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【００６４】
＜水＞
　本実施形態のインク組成物は、水を含む。水としては、例えば、イオン交換水、限外濾
過水、逆浸透水、及び蒸留水等の純水、並びに超純水のような、イオン性不純物を極力除
去したものが挙げられる。また、紫外線照射又は過酸化水素の添加等によって滅菌した水
を用いると、凝集液を長期保存する場合にカビやバクテリアの発生を防止することができ
る。これにより貯蔵安定性がより向上する傾向にある。
【００６５】
＜有機溶剤＞
　本実施形態のインク組成物は、有機溶剤をさらに含んでもよい。有機溶剤は、水と共に
用いることができる有機溶剤であれば、特に限定されない。
【００６６】
　有機溶剤の種類としては、特に限定されないが、例えば、環状窒素化合物、非プロトン
性極性溶剤、モノアルコール、アルキルポリオール、及びグリコールエーテルが挙げられ
る。
【００６７】
　有機溶剤をさらに含む場合における有機溶剤の含有量は、インク組成物の総量（１００
質量％）に対し、好ましくは０．１質量％以上４０質量％以下であり、より好ましくは０
．５質量％以上３０質量％以下である。
【００６８】
　インク組成物は、その他の成分として、架橋剤、滑剤、柔軟剤、ワックス、溶解助剤、
粘度調整剤、ｐＨ調整剤、保湿剤、酸化防止剤、防カビ・防腐剤、防黴剤、腐食防止剤、
分散に影響を与える金属イオンを捕獲するためのキレート化剤等の、種々の添加剤を適宜
含有することもできる。
【００６９】
　＜記録方法＞
　本実施形態のインク組成物を用いた記録方法について説明する。本実施形態の記録方法
は、本実施形態のインク組成物を、被記録媒体へ付着させる工程（塗布工程）を有する。
【００７０】
　塗布工程では、プリンターのインクジェットヘッドから、記録媒体に対してインクジェ
ットインクのインク滴（液滴）を塗布する。このとき、インク滴を、所定のタイミングで
間欠的に、かつ所定の質量で吐出させることにより、記録媒体にインク滴を付着させ、所
望の画像、文字、模様、色彩などのデザインが形成（記録）される。
【００７１】
　これにより、本実施形態のインク組成物を用いて、より高速で行われ、より高耐久性を
要求される記録時においても、ドットの抜けや曲がりのないより優れた画質や、より優れ
た堅牢性の印字物を得ることができる。
【実施例】
【００７２】
　以下、本発明を実施例により具体的に説明する。本発明は、以下の実施例によって何ら
限定されるものではない。
【００７３】
［インク組成物用の材料］
　下記の印字物の作製において使用したインク組成物用の主な材料は、以下の通りである
。
　〔顔料〕
　　顔料分散体Ａ（３０℃でのパルスＮＭＲ法による測定から算出される顔料の比表面積
：３１．０ｍ2／ｇ、平均粒子径：１２０ｎｍ）
　　顔料分散体Ｂ（３０℃でのパルスＮＭＲ法による測定から算出される顔料の比表面積
：１５．０ｍ2／ｇ、平均粒子径：１２３ｎｍ）
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　　顔料分散体Ｃ（３０℃でのパルスＮＭＲ法による測定から算出される顔料の比表面積
：４５．０ｍ2／ｇ、平均粒子径：１３２ｎｍ）
　　顔料分散体Ｄ（３０℃でのパルスＮＭＲ法による測定から算出される顔料の比表面積
：１０．０ｍ2／ｇ、平均粒子径：１３０ｎｍ）
　　顔料分散体Ｅ（３０℃でのパルスＮＭＲ法による測定から算出される顔料の比表面積
：５０．０ｍ2／ｇ、平均粒子径：１２７ｎｍ）
　　顔料分散体Ｆ（３０℃でのパルスＮＭＲ法による測定から算出される顔料の比表面積
：５．０ｍ2／ｇ、平均粒子径：１３１ｎｍ）
　　顔料分散体Ｇ（３０℃でのパルスＮＭＲ法による測定から算出される顔料の比表面積
：５５．０ｍ2／ｇ、平均粒子径：１３３ｎｍ）
　〔界面活性剤〕
　　ニューコール１８２０（日本乳化剤社製の商品名、ＨＬＢ値：１５．３、ポリオキシ
エチレンステアリルエーテル）
　　ニューコール１００８（日本乳化剤社製の商品名、ＨＬＢ値：１４．６、ポリオキシ
エチレン２－エチルヘキシルエーテル）
　　ニューコール１００６（日本乳化剤社製の商品名、ＨＬＢ値：１３．４、ポリオキシ
エチレン２－エチルヘキシルエーテル）
　　ニューコール１００４（日本乳化剤社製の商品名、ＨＬＢ値：１１．５、ポリオキシ
エチレン２－エチルヘキシルエーテル）
　　ニューコール１８０７（日本乳化剤社製の商品名、ＨＬＢ値：１０．７、ポリオキシ
エチレンステアリルエーテル）
　　ニューコール２３０３（日本乳化剤社製の商品名、ＨＬＢ値：８．３、ポリオキシエ
チレンアルキルエーテル）
　　ニューコール１２０４（日本乳化剤社製の商品名、ＨＬＢ値：７．９、ポリオキシエ
チレンオレイルエーテル）
　　ニューコール２３０２（日本乳化剤社製の商品名、ＨＬＢ値：６．３、ポリオキシエ
チレンアルキルエーテル）
　　オルフィンＰＤ－００２Ｗ（エアープロダクツ社製の商品名、ＨＬＢ値：９～１０）
　　サーフィノール１０４ＰＧ５０（日信化学工業社製の商品名、ＨＬＢ値：４）
　〔樹脂粒子〕
　　樹脂粒子Ａ（３０℃でのパルスＮＭＲ法による測定から算出される樹脂粒子の比表面
積：３５．０ｍ2／ｇ、平均粒子径：８０ｎｍ）
　　樹脂粒子Ｂ（３０℃でのパルスＮＭＲ法による測定から算出される樹脂粒子の比表面
積：３１．０ｍ2／ｇ、平均粒子径：７８ｎｍ）
　　樹脂粒子Ｃ（３０℃でのパルスＮＭＲ法による測定から算出される樹脂粒子の比表面
積：４５．０ｍ2／ｇ、平均粒子径：９１ｎｍ）
　　樹脂粒子Ｄ（３０℃でのパルスＮＭＲ法による測定から算出される樹脂粒子の比表面
積：２５．０ｍ2／ｇ、平均粒子径：８８ｎｍ）
　　樹脂粒子Ｅ（３０℃でのパルスＮＭＲ法による測定から算出される樹脂粒子の比表面
積：５０．０ｍ2／ｇ、平均粒子径：８４ｎｍ）
　　樹脂粒子Ｆ（３０℃でのパルスＮＭＲ法による測定から算出される樹脂粒子の比表面
積：２０．０ｍ2／ｇ、平均粒子径：８１ｎｍ）
　　樹脂粒子Ｇ（３０℃でのパルスＮＭＲ法による測定から算出される樹脂粒子の比表面
積：５５．０ｍ2／ｇ、平均粒子径：７９ｎｍ）
〔水〕
　純水
【００７４】
〔顔料分散体〕
［顔料分散体の調製］顔料分散体Ａ～Ｈ
　市販のカーボンブラックであるＳ１７０（デグサ社製商品名）２０ｇを水５００ｇに混
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合して、家庭用ミキサーで５分間分散した。得られた液を攪拌装置付きの３Ｌ容のガラス
容器に入れ、攪拌機で攪拌しながら、オゾン濃度８質量％のオゾン含有ガスを５００ｍＬ
／分導入した。その際、オゾン発生器はペルメレック電極社製の電解発生型のオゾナイザ
ーを用いてオゾンを発生させた。また導入時間は１分～１時間の間で調整することで、所
望の表面改質することができる。得られた分散原液をガラス繊維濾紙ＧＡ－１００（商品
名、アドバンテック東洋社製）で濾過し、さらに固形分濃度が２０質量％になるまで０．
１Ｎの水酸化カリウム溶液を添加しｐＨ９に調整しながら濃縮を行い、自己分散型顔料分
散体Ａを得た。また、オゾン含有ガスの濃度と導入時間を所望量に調整すること以外は同
様にして、自己分散型顔料分散体Ｂ～Ｈを得た。なお、前記平均粒子径は、各顔料分散液
の粒径分布をマイクロトラックＭＴ３１００ＩＩ（マイクロトラック・ベル株式会社製）
で測定したところの体積平均粒子径（Ｄ５０）を示す。
【００７５】
〔顔料の比表面積〕
　上述で得られた各顔料分散体に対して、以下の測定条件にて、パルスＮＭＲより得られ
た測定値と下記計算式を用いて、各顔料分散液中の顔料の比表面積［ｍ2／ｇ］を算出し
て求めた。
　〔測定条件〕
　パルスＮＭＲ：Ｘｉｇｏ　ｎａｎｏｔｏｏｌｓ社製Ａｃｏｒｎ　Ｄｒｏｐ
　測定温度：３０℃
　測定試料：０．５ｍＬ
　測定試料Ａ１：各顔料分散体
　測定試料Ａ２：測定試料Ａ１の遠心分離（４１５，０００Ｇ×６０分、２５℃）後の上
澄み液
　Ｓｐ＝｛［（Ｒａｖ／Ｒｂ）－１］×Ｒｂ｝／（０．００１６×ψｐ）
（式中、Ｓｐは、インク組成物中の顔料の比表面積［ｍ2／ｇ］を示し、Ｒａｖは、測定
試料Ａ１を用いて得られたパルスＮＭＲの測定値の逆数を示し、Ｒｂは、測定試料Ａ２を
用いて得られたパルスＮＭＲの測定値の逆数を示し、ψｐは、下記式によって算出して求
められる。）
　ψｐ＝（Ｓｃ／Ｓｄ）／［（１－Ｓｃ）／Ｔｄ］
（式中、Ｓｃは、測定試料Ａ１の顔料固形分濃度（質量％）を示し、Ｓｄは、測定試料Ａ
１の顔料の密度を示し、Ｔｄは、測定試料Ａ２の上澄み液の密度を示す。）
【００７６】
　また、Ｓｃ：顔料固形分濃度、Ｓｄ：顔料の密度（カーボンブラックは約１．７）、Ｔ
ｄ：上澄み液の密度（水の場合は１．０）は、全てインク組成物の組成から算出して求め
た。
【００７７】
〔樹脂粒子の調製〕樹脂粒子Ａ～Ｊ
　攪拌機、還流コンデンサー、滴下装置、及び温度計を備えた反応容器に、イオン交換水
９００ｇ及びラウリル硫酸ナトリウム１ｇを仕込み、攪拌下に窒素置換しながら７０℃ま
で昇温した。内温を７０℃に保ち、重合開始剤として過硫酸カリウム４ｇを添加し、溶解
後、予めイオン交換水４５０ｇ、ラウリル硫酸ナトリウム３ｇにアクリルアミド２０ｇ、
スチレン３６５ｇ、ブチルアクリレート５４５ｇ、及びメタクリル酸３０ｇを攪拌下に加
えて作製した乳化物を、反応溶液内に連続的に４時間かけて滴下した。滴下終了後３時間
の熟成を行った。得られたサンプルを常温まで冷却した後、イオン交換水と水酸化ナトリ
ウム水溶液とを添加して固形分４０質量％、ｐＨ８に調整し、エマルジョン形態としての
樹脂粒子Ａを得た。また、ラウリル硫酸ナトリウム、アクリルアミド、スチレン、ブチル
アクリレート、及びメタクリル酸の導入量を所望量に変更する以外は同様にして、エマル
ジョン形態としての樹脂粒子Ｂ～Ｊを得た。なお、平均粒子径は、各樹脂粒子の粒径分布
をマイクロトラックＭＴ３１００ＩＩ（マイクロトラック・ベル株式会社製の商品名）で
測定したところの体積平均粒子径（Ｄ５０）を示す。
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【００７８】
〔樹脂粒子の比表面積〕
　上述で得られた各樹脂粒子に対して、以下の測定条件にて、パルスＮＭＲより得られた
測定値と下記計算式を用いて、各樹脂粒子の比表面積［ｍ2／ｇ］を算出して求めた。
　〔測定条件〕
　パルスＮＭＲ：Ｘｉｇｏ　ｎａｎｏｔｏｏｌｓ社製Ａｃｏｒｎ　Ｄｒｏｐ
　測定温度：３０℃
　測定試料：０．５ｍＬ（固形分４０質量％のエマルジョン形態として）
　測定試料Ｂ１：エマルジョン形態の各樹脂粒子
　測定試料Ｂ２：測定試料Ｂ１の遠心分離（４１５，０００Ｇ×６０分、２５℃）後の上
澄み液
　Ｓｐ＝｛［（Ｒａｖ／Ｒｂ）－１］×Ｒｂ｝／（０．００１６×ψｐ）
（式中、Ｓｐは、樹脂エマルジョン中の樹脂粒子の比表面積［ｍ2／ｇ］を示し、Ｒａｖ
は、測定試料Ｂ１を用いて得られたパルスＮＭＲの測定値の逆数を示し、Ｒｂは、測定試
料Ｂ２を用いて得られたパルスＮＭＲの測定値の逆数を示し、ψｐは、下記式によって算
出して求められる。）
　ψｐ＝（Ｓｃ／Ｓｄ）／［（１－Ｓｃ）／Ｔｄ］
（式中、Ｓｃは、測定試料Ｂ１の樹脂粒子固形分濃度（質量％）を示し、Ｓｄは、測定試
料Ｂ１の樹脂粒子密度を示し、Ｔｄは、測定試料Ｂ２の上澄み液の密度を示す。）
【００７９】
　また、Ｓｃ：顔料固形分濃度、Ｓｄ：顔料の密度（カーボンブラックは約１．７）、Ｔ
ｄ：上澄み液の密度（水の場合は１．０）は、全てインク組成物の組成から算出して求め
た。
【００８０】
［インク組成物の調製］
　各材料を下記の表１及び表２に示す組成で混合し、十分に撹拌し、インク組成物を得た
。なお、下記の表１及び表２中、各材料の数値の単位は質量％であり、数値は固形分濃度
であり、合計は１００．０質量％である。
【００８１】
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【００８２】
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【表２】

【００８３】
〔印字安定性〕
　上記で調製した各インク組成物を、インクジェットプリンター（セイコーエプソン株式
会社製、製品名「ＰＸ－Ｍ７０５０」）のインクカートリッジに充填し、Ａ４普通紙に常
温及び常圧下、１００％Ｄｕｔｙの条件で印刷し、１０枚の印刷毎に１回、ノズルチェッ
クで印刷し、下記評価基準により印字安定性を評価した。結果を表１及び表２に示す。
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（評価基準）
　Ａ：５００枚の印刷後にも印刷ヨレの発生が確認できない。
　Ｂ：２００枚の印刷後にも印刷ヨレの発生が確認できず、２１０～５００枚の印刷後に
印刷ヨレの発生が確認できる。
　Ｃ：１００枚の印刷後にも印刷ヨレの発生が確認できず、１１０～２００枚の印刷後に
印刷ヨレの発生が確認できる。
　Ｄ：５０枚の印刷後にも印刷ヨレの発生が確認できず、６０～１００枚の印刷後に印刷
ヨレの発生が確認できる。
　Ｅ：５０枚の印刷後に印刷ヨレの発生が確認できる。
【００８４】
〔印刷物堅牢性〕
　上記で調製した各インク組成物を、インクジェットプリンター（セイコーエプソン株式
会社製、製品名「ＰＸ－Ｍ７０５０」）のインクカートリッジに充填し、Ｘｅｒｏｘ－Ｐ
紙に常温及び常圧下、ＩＳＯ／ＩＥＣ　２４７３４に指定される印刷データを印刷し、ラ
インマーカー（ＺＥＢＲＡ社製蛍光ペン「ＯＰＴＥＸ　ＣＡＲＥ」）で印刷部をマーキン
グし、下記評価基準により印刷物堅牢性を評価した。結果を表１及び表２に示す。
（評価基準）
　Ａ：ラインマーカーで印刷部を２回マーキングしてにじみが確認できない。
　Ｂ：ラインマーカーで印刷部を１回マーキングしてにじみが確認できず、２回マーキン
グしてにじみが確認できる。
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